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〜真の友人からの手紙〜

　皆さんは、「緩和ケア」にどんなイメー

ジを持たれていますか？

　「末期がんでがんの治療ができなくなっ

たら受けるケア」と、いうイメージを持た

れている方は少なくないのではないかと思

います。

　以前は、がん治療による効果が見込めな

くなった患者さんが緩和ケアに移行すると

いう考え方でしたが、現在は、がんと診断

された時から心と身体の辛さに対するケア

をがん治療と並行して行うようになりまし

た。当院の緩和ケアチームは、がん患者さ

んがどの時期でも気軽に緩和ケアが受けら

れるように「症状緩和サポートチーム」と

いう名前で活動をしています。症状緩和サ

ポートチームは、医師、看護師、薬剤師、

栄養士、心理士、医療ソーシャルワーカー

で構成されています。主治医や病棟看護師

と協力して年間130人〜150人の患者さん

とご家族のケアを行っています。がんは長

く付き合っていく時代です。心や体の辛さ

があり自分らしい生活を送ることができて

いないと感じている、お話しをするだけで

も気持ちが少しすっきりするといった患者

さんやご家族の方は、主治医や担当看護師

にぜひご相談ください。

　  〒455-8530
　  名古屋市港区港明１-10-６
　　  TEL 052-652-5511
　　  FAX 052-653-3533

http://www.chubuh. johas.go.jp/
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　令和７年６月７日、第20回市民健康セミ

ナーを開催しました。

　今年２回目の開催となりましたが、約60

名もの方にご参加いただきました。お暑い

中、当院まで足を運んでくださりありがと

うございました。

　今回のセミナーは『進化する手術治療〜

ロボット支援手術の実際〜』をテーマとし

て、当院泌尿器科の坂元史稔部長および呼

吸器外科の中川誠部長の２人が講演しまし

た。

　坂元部長は「今やあたりまえ！『ロボッ

ト支援手術』とはナニするものぞ〜生まれ

変わった泌尿器科診療と当院の特色につい

て〜」と題して、患者さんの生活の質を大

切にする当院の診療の特色について、ユー

モアを交えた講演が行われ、時おり会場か

ら笑いが起こる場面も見られました。

　中川部長は「肺がんをロボットで手術す

る？〜最近よく聞く「ロボット手術」につ

いて皆さまの疑問にお答えします〜」と題

して、参加者にマイクを向けて質問をする

など周りを巻き込みながら、丁寧な説明で

疑問を解消していました。

　参加者からは「面白かった」「また参加

したい」といった声も寄せられ、参加され

た方々にとって満足度の高いセミナーとな

りました。

第20回市民健康セミナーを開催しました

テーマ：「未定」

日　時：秋ごろ（10月〜11月）

会　場：中部労災病院２階講堂

詳細が決まり次第、当院のホームペー

ジやチラシ、Lorc l e（ロークル）など

でお知らせいたします。

第21回市民健康セミナーの
開催案内
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　健康相談に約160

名、写真展に約100名

のご参加をいただき、

好評をいただきまし

た。ご参加ありがとう

ございました。

　８月４日は語呂合わせで「栄養の日」。

　栄養に興味を持ってもらい、病院管理

栄養士の活動をより広く知ってもらうこ

とを目的に８月５日（火）10時〜12時

１階西玄関スペースにて「栄養の日」イ

ベントを開催します。

　参加費無料でお土産もあります！

　ご参加お待ちしています。

栄養管理室長　関口　まゆみ

「栄養の日」イベント開催案内

看護部　杉浦　めぐみ

「看護週間イベント」を開催しました
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　６月に入り、暑さが格段と厳しくなってき

ました。皆さんは、暑さ対策は万全でしょう

か？自分は社会人になってから、日傘を差す

ようになりましたが、中学生の頃に自由研究

で日傘の効果などを調べたことがあり、実験

の結果日傘を差したほうが直射日光を浴びた

時よりも数度低くなることが分かりました。

今年の夏も日傘を差して、パステルカラーで

気分も明るく過ごしましょう！ちなみに、こ

の自由研究はクラスの中で選ばれたんですよ。

� （R.S）

当院の理念
　納得、安心、そして未来へ

当院の基本方針
・医療の質の向上と安全管理の徹底

・生命の尊厳の尊重と患者さん中心の医療

・人間性豊かな医療人の育成と倫理的医療

の遂行

・地域社会との密な連携と信頼される病院

の構築

・災害・救急医療への積極的な貢献と勤労

者に相応しい高度医療の提供

〜  編集後記  〜

　社会生活講座のはじまりは、入院中の脊髄損傷患者さ

んとそのご家族へのピアサポート活動支援でした。第１

回社会生活講座は2009年１月に開催され、それ以降、

以前当院に入院されていた方や地域の脊髄損傷者さんに

依頼し、退院後の生活や趣味、日常生活で工夫している

ことなど様々な内容で講演してもらっていました。

　社会復帰して活躍されている脊髄損傷者の方に、地

域社会での生活について情報提供してもらう貴重な場

だったのですが、新型コ

ロナウィルス感染症の影

響で数年活動できません

でした。徐々に感染が落

ち着き規制・制限の緩和した2023年10月にZOOMにて講演で

きました。脊髄損傷の方に快適な車椅子生活を実現するため

の情報などを講演してもらい、外部の方へも情報発信しまし

た。そして現在、社会生活講座は講演ではなく、Instagramで

情報を発信しています。車いすユーザーの方に役立つ情報

（上記講演で紹介されたグッズの紹介・食事や更衣、起居・

移乗動作など）をリハスタッフで発信しています。

　是非一度ご覧ください！

社会生活講座のご案内

中央リハビリテーション部　社会生活講座スタッフ

社会生活講座 中部ろうさい 検索！


